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§１．研究成果の概要 

 

本研究の目的は、毛髪におけるメラノソームの動態を明らかにすることである。特に、毛根部におけ

る色素細胞から毛母細胞へのメラノソームの輸送現象について、毛髪オルガノイドを用いて可視化

し、毛髪が着色するメカニズムを解明する。また、本研究の遂行によって得られた発見をもとに、メ

ラノソームの輸送異常によって引き起こされる白髪を抑制するための知見を獲得することを目指す。 

2020 年度は、毛髪オルガノイドの構築条件の最適化を行い、体毛と比較できるほどの長毛を再生

することに成功した。このモデルにメラノソーム輸送に関連する遺伝子の阻害剤を用いると、メラノソ

ーム輸送が阻害され白毛が発生する様子が確認された。 

 


